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園だより

５日(木) バス遠足(つきぐみ)

６日(金) バス遠足(ほしぐみ)

10日(火) バス遠足(にじぐみ)

避難訓練(ほしぐみ、つきぐみ)

11日(水) 身体測定(にじぐみ)、内科検診

12日(木) 身体測定(ほしぐみ)、お誕生会（にじぐみ）

13日(金) 身体測定(つきぐみ)、お誕生会（ほしぐみ）

17日(火) 保護者勉強会

27日(金) 引き渡し訓練、帰りのバス送迎なし

にじ12：50 ほし13：00 つき13：10

ほしぐみ
９日に10月生まれのお誕生会をしました。ロウソクを「ふーっ」

と吹き消しバンザイをして大喜びでした。お楽しみの『くいしん

ぼうのおばけ』のシアターでは、シルエットを見て「リンゴ！」

と答えたり、笑顔で見たりと、楽しいお誕生会でした。

・10月より、つきぐみに4名のお子さんが入園しました。

・バス遠足の日程が変更になっていますので、下記11月の予

定をご確認ください。また、当日はけが防止のため、フードや

ひも、装飾の付いている服は避け、動きやすい服装で登園して

ください。

・11月11日(水)に内科検診を行ないます。歯科検診は、日程

が決まり次第お知らせします。

・11月17日(火)に保護者勉強会を行ないます。

詳細はマチコミにて配信いたしますのでご確認ください。

・親子レクの日程が変更になりました。

12月8日(火)ほしぐみ

12月10日(木)つきぐみ

12月11日(金)にじぐみ

おおきな樹で大切にしていること～「わかる」と「できる」～

子どもは「わかっているのにできない」ことがあります。例えば、使ったおもちゃを片付けることはわかっていても、遊びを終えられ

なかったり、何から始めたらよいか分からなかったりすることがあります。「わかること」と「できること」は、必ずしも同じではあり

ません。一方で、毎日同じことを伝えていると、「できるんだから、やってよ！」「早くして！」と言いたくなることもあるでしょう。

忙しい毎日の中で、何度も声をかけても動いてくれないと、苛立ってしまうのは自然なことです。また、子どもが困っていたり、不安そ

うにしていたりすると、「無理をさせたくない」「泣かせたくない」と、つい大人が代わりにやってあげることもあると思います。どち

らも、子どもを思う気持ちから生まれる関わりです。

わかっているからといって、いつか自然にできるようになるわけではありません。自発的に行動できるようになるには、気持ちを切り

替えたり、手順を考えたり、うまくいかなくてもやってみたりする経験が必要です。大人が指差しややり方を見せるなど具体的に伝えた

り、一緒に取り組んだり、必要なところだけ手添えをしたりすることで、子どもは少しずつ自分で行動する力を身につけていきます。

10月から新しく園生活を始めたお子さんもいることと思います。初めての場所や慣れない生活に不安を感じるのは自然なことです。

気持ちを受け止めながら、「頑張って」と背中をそっと押してあげなから、その子に合った方法で経験を重ねていきましょう。

大人が支えるのは、代わりにすべてをしてあげるためでも、無理にできるようにさせるためでもありません。苦手なことや不安なこと

も、大人の支えがあれば取り組める。そんな経験が「自分でできた」という自信につながります。「どうしてできないの？」と感じたと

きも、「どうしたらできるかな？」と視点を変えてみる。子どもの気持ちを大切にしながら、できることを少しずつ増やしていきたいで

すね。

9月18日にGSV（グループスーパービジョン）を行ないました。

今回は基幹相談より事例を提供していただき、お子さんやお子さ

んを取り巻く環境の中から良い所を見つけ、皆で支援方法を考え

ました。普段関わっていない方の事例のため、先入観を持たずに

率直に意見を出し合うことができました。毎日の支援の中でも皆

で意見を出し合っていくことの大切さを再確認しました。

♪やきいもぐーちーぱー

♪おおきなくりのきのしたで

9月25日に職員を対象としたＢＣＰ研修と訓練を実施しました。

今回は自然災害と感染症発生時をテーマに、緊急時の初動対応や

事業継続の手順を確認しました。有事の際も子どもたちの安全を

最優先に守り、支援を継続できるよう、今後も備えを徹底してま

いります。


